






はじめたのは昭和五二年頃である。とはいえ、ゴールデンタイムに放送していたホームドラマに、まったくシリアスの要素がなかったというわけではない。た えば脚本家の一人として参加し、 向田の出世作と った『だいこんの花』や、ホームドラマの金字塔ともいえる『寺内貫太郎一家』にもシリアスな要素は含まれて る。 『だいこんの花』には老いた退役軍人の哀しさが 『寺内貫太郎一家』には不注意で娘の足に障がいを負わせてしまった父親の悔恨が滲んでおり、むしろ笑い 内側にひそむ澱を描 てもいる。




























看取できる。とはいえ結局向田は、家族・家庭以外の視点を持たなかったという批判もあろう。だが、向田がホームドラマにこだわった すれば、家庭が個人を制約することで成り立つものだからなのではないだ か。 家や家族は、個人にとって拠り所となる一方、場合によっては足かせであるかもしれない。念のため断っておくと、本論文は、族は足かせ あるとか、温 い家庭は幻想であると強調する趣旨のものではない。どのよう 環境で育 う 、精神分析的に見れば、成長過程に屈折の原因を つかは探し出せるだろう。だが、向田が自身を懐疑的な目 見ようとしたことには一考 余地がある。そしてそ こ と、ホームドラマ以後の家族のタブーを扱った「大人 」ドラマや、個人に焦点を当てた小説と リゾーム ようにつながっている 思われ 。
　
私は四谷の裏通りを歩いていました。夕餉の匂いに









































か、定かではない。虚構か否かという見方はとりあえず措くとして、注目すべきなのは向田の心持ちである。 「隣の匂い」 では家族からの開放感を強く感じられるが、 伽俚伽」は「家を出る感傷」を全面に押し出している。ここからわかることは、家を出た当時の心境はともかく、書かれた五二年と五三年とでは焦点化したい内容が異なっている、ということである。もちろん、開放感と感傷 いわば表裏である。どちらの心境も事実というほかないのだが、開放感よりも感傷の方が色濃くなっているところ 、五三年当時の向田の自己認識を垣間見ることが可能な では かろうか。もっと 、こ ような感傷は誰にでも生じうるので
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女性の冷感症Ⅰ』で、生育家族に囚われて自らが始点となる家族をもてない女性のことを分析し、 《家族熱》と称している。 「 《家族熱》に罹っている女性は、その家族から決して離れ ことができない」 。という一文を目にした向田













てはならぬという禁を犯したからだが 生活 営んできた場への未練がロトの妻を振り返らせたのである。シュテーケルはロトの妻の未練と、元の家族を離れ れない女性を結びつけて《家族熱》 名付けた。もっとも、シュテーケル自身も他所から借用したにすぎないようだが
（８）
。向田の蔵




























































も着た黒いセーターで 方がいい。 スピッツが嫌い、クイズ番組も見ない。花柄の電気製品は断固として買わない。小指の爪を伸ばした男、赤いネクタイをする男、豪傑笑いをする男は嫌い。こん ことばかり気にして三十年を暮して来たような気がする。　
時子はりんごをひとつ取り、皮をむきはじめた。皮

























の象徴のように思えるかもしれないが、そうではない。時子は確かに実を放ったが、実際には皮も実のうち あり、皮を噛む、すなわち食む描写 らも肯定的意味合いのものとわかる。皮を食むのはいわば時子の覚悟であり 悔恨よりは自己肯定的であるはずだ。身の丈以上の品物に囲まれた生活、 分だけのこだわり 三十年ももち続けたこと、わざと冗談めかすふるまい
―
。しかし暮らしを営むこと


































































るという形になっている。これをどのように読み取るかなのだが、桃子はやはり勇ましい桃太郎の部分を捨てられないのではな だろうか。先の「りんごの皮」に 当てはまることだが、根底にあるのは「ないものねだり」というより、もったいないが相応しいように思われる。 「こ 私」であるがゆえに、ああもなれた、こうもなれたと思い返す。だがこれまで積み重ねたものを捨てて、ほかの何かが得られるかどうかも不確実 ある。どのような選択を たとしてもそれなりの実りは手 入 、今とは別の道を選択すること自体、われわれには非常に困難な だ。考えようによっては、これもまた「人生に対するうしろ向きの視線」であるかもしれない。誰も完全には「うしろ向き 視線」
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から自由になれないだろう。どのような選択ならば幸せなのかは結局のところわからないにしても、 「この私」をどこかで肯定する以外に、果実を育てる術はないのである。注（１）









 「手袋をさがす」 『夜中の薔薇』 『向田邦子全集第二巻』文藝春秋、昭和六二年八月一
（４）
































12） 『サンデー毎日』 （昭和五六年二月八日）で「りんごの皮」について次のように言及している。 「小説を書いたのは生まれて初め です。最初の作品『りんごの皮』を書きあげたときは自分でがっかりしてしまいましてね、もうやめたいと騒ぎたてたのを何度もなだめられてやっとここまでこぎつけまし （中略）／この作品中（注
 『思い出
トランプ』 ） 、女を描くときはほとんど男の目で見た女という形をとりまし 。男と女と私自身がいて、私がその女をど 見るかより男の人がどのように見てるか考えながら描いたんです。 」
（
13） 「りんごの皮」 『思い出トランプ』 『向田邦子全集第三巻』文藝春秋、昭和六三年八月二二日
（
















19） 「手袋をさがす」 夜中の薔薇』 前掲 『向田邦子全集第二巻』で「いいもの好きで、ないものねだりのところも りました」と自らについて述べている。
（
20） 「胡桃の部屋」 『隣の女』前掲 向田邦子全集第三巻
― 136 ―
（やまぐち
　
みなみ・実践女子大学非常勤講師）
